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技術の概要

適用効果の高い建物
◆ 適用効果が高い条件

・ 中高層以上のRC建物、塔状比が高い建物 ⇒ 鉄筋間隔確保＆杭径縮減

・ 場所打ち鋼管コンクリート杭使用 ⇒ 鋼管をなくしてコストダウン

・ 杭長が長い（杭長40m以上＊）⇒ 杭径縮減によるコストダウン

＊ 共同研究会による試設計結果。軸力や地盤条件にもよる。

◆ 注意事項

高強度鉄筋（SD590、SD685）の納期は４～6ヶ月、供給できるエリアに制限あり、早い段階で商社
などに事前確認が必要。

◆ 場所打ちコンクリート杭の課題
高層建物では地震時の杭頭部に生じる大きな力に耐

えるため、杭主筋を多くするか、杭頭部に割高な鋼管
を配置します。主筋本数が多い場合には、コンクリー
トが充填不良となる懸念や、杭主筋と柱･基礎梁主筋
が干渉して配筋が納まらないなどの課題がありました。

◆ 高強度鉄筋を用いた場所打ちコンクリート杭
主筋本数を抑制したり、鋼管をなくすために、杭主

筋に高強度鉄筋SD590、SD685を用いた場所打ちコン
クリート杭を開発し＊1、ベターリビングの一般評定を
取得しました。

杭体・杭頭接合部を従来の設計法で設計できること
を構造実験で確認しました。
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場所打ち杭の主筋間隔確保とコストダウンを実現

高強度鉄筋を用いた場所打ち
コンクリート杭の開発
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